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本
荘
地
域
肴
町
出
身
の
岡
部
祐
介
さ
ん（
25
歳
・
横
浜
市
）が
、

７
月
14
日
か
ら
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
る
第
２
回

世
界
ろ
う
者
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

開 催 時 期

平成24年 ７月14日～７月21日　
開　催　地

カナダ・トロント　
参 加 規 模

98カ国・地域より選手約700名　
正 式 競 技

男子22競技、女子22競技
　　　　　　　　合計44競技　
日本選手団

30名（男子22名、女子８名）

前列左から 女子舵手付きクオドルプルの齋藤優香さん（３年）、土方
彩加さん（３年）、金子麻美さん（３年）、須山珠愛さん（３年）、佐々木
怜さん（３年）　　後列左から同・佐藤美空さん（３年）、伊藤瑠美さん
（２年）、女子ダブルスカルの菊池里奈さん（３年）、菊池杏奈さん（３年）、
菊地希美さん（２年）阿部菜那さん佐貫成啓さん

ボ
ー
ト 

競
技

　

岩
手
県
花
巻
市
田
瀬
湖
ボ
ー
ト

場
で
６
月
16
日
〜
17
日
に
開
催
さ

れ
た
東
北
高
校
選
手
権
大
会
ボ
ー

ト
競
技
、
女
子
舵
手
付
き
ク
オ
ド

ル
プ
ル
で
本
荘
高
校
が
優
勝
し
ま

し
た
。
ま
た
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ

ル
で
は
準
優
勝
し
て
い
ま
す
。

柔　

道 

競
技

　

岩
手
県
一
関
市
総
合
体
育
館
で

６
月
30
日
〜
７
月
１
日
に
開
催
さ

れ
た
同
大
会
柔
道
競
技
、
女
子
個

人
57
㎏
級
で
本
荘
高
校
３
年
の
阿

部
菜
那
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
一
昨
年
の
52
㎏
級

に
続
く
２
度
目
の
優
勝
で
す
。

陸　

上 

競
技

　

北
上
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
で
６
月
15
日
〜
18
日
に
開
催
さ

れ
た
同
大
会
陸
上
競
技
、
男
子
１

０
０
ｍ
で
本
荘
高
校
３
年
の
佐
貫

成
啓
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
と
今
後

の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

　

岡
部
さ
ん
は
本
荘
南
中
か
ら
県
立
聾
学

校
、
筑
波
技
術
大
学
に
進
み
、
大
学
卒
業

後
、㈱
東
芝
に
勤
務
す
る
傍
ら
社
会
人
陸
上

競
技
ク
ラ
ブ
「
ニ
ュ
ー
モ
ー
ド
相
模
原
ク

ラ
ブ
」に
所
属
し
、競
技
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

世
界
ろ
う
者
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
（
国
際
ろ
う
者
ス
ポ
ー
ツ
委
員

会
）
が
運
営
す
る
聴
覚
障
が
い
者
を
対
象

と
し
た
世
界
大
会
で
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
聴
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
国
際
総
合
競

技
大
会
）と
並
び
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
が
認
め
る

世
界
最
高
峰
の
大
会
。
今
回
の
カ
ナ
ダ
・

ト
ロ
ン
ト
大
会
は
、
２
０
０
８
年
ト
ル
コ

大
会
に
続
く
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

大
会
を
目
前
に
控
え
、
岡
部
さ
ん
は

「
今
年
は
初
め
て
世
界
ろ
う
者
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
の
４
０
０
Ｍ
と
４
×
１
０
０

Ｍ
Ｒ
と
４
×
４
０
０
Ｍ
Ｒ
に
出
場
し
ま
す
。

決
勝
ま
で
残
り
、
良
い
結
果
を
出
せ
る
よ
う

に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
で
き
れ
ば
メ
ダ

ル
を
取
り
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
、
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
本
紙
に
ふ
る

さ
と
由
利
本
荘
市
民
に
宛
て
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　

大
会
で
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。



連
携
を
強
め
、
社
会
資
本
整
備
を
促
進
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民
有
林
・
国
有
林 
連
携
し
て
森
林
整
備

「
森
林
共
同
施
業
団
地
」
の
設
定
に
関
す
る
協
定
締
結

　

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

（
日
沿
道
）
建
設
促
進
秋
田
県

南
部
期
成
同
盟
会
な
ど
５
団
体

の
合
同
整
備
促
進
大
会
が
26
日
、

本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
、
関
係
者
ら
約
３
５
０
人
が

出
席
し
て
道
路
や
河
川
、
鉄
道

の
整
備
促
進
に
心
を
一
つ
に
し

て
運
動
し
て
い
く
こ
と
を
決
議

し
ま
し
た
。

　

日
沿
道
の
ほ
か
、
羽
越
本
線

新
幹
線
直
通
促
進
秋
田
地
区
、

鳥
海
ダ
ム
建
設
促
進
と
子
吉
川

治
水
の
各
期
成
同
盟
会
、
本
荘

由
利
交
通
体
系
整
備
促
進
協
議

会
の
会
長
で
あ
る
長
谷
部
市
長

は
「
東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
来
、

日
本
海
側
ル
ー
ト
は
支
援
活
動

や
救
援
物
資
輸
送
に
お
い
て
太

平
洋
側
ル
ー
ト
の
代
替
機
能
の

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

鳥
海
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム

建
設
が
他
の
代
替
案
よ
り
も
治

水
・
利
水
の
面
で
有
利
で
あ
る

と
の
意
見
を
提
出
し
て
お
り
ま

す
。
羽
越
本
線
高
速
化
に
つ
い

て
は
、
県
境
を
越
え
て
他
県
と

の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
な
が
ら

調
和
の
取
れ
た
国
土
整
備
と
地

域
振
興
を
図
る
た
め
諸
課
題
の

解
決
に
努
め
ま
す
」
と
述
べ
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
決
意
を

示
し
ま
し
た
。

　

大
会
決
議
で
は
、
日
沿
道
遊

佐
〜
象
潟
間
（
約
17
㌔
）
の
早

期
整
備
、
鳥
海
ダ
ム
建
設
の
早

期
着
手
、
子
吉
川
の
直
轄
河
川

管
理
区
域
の
延
伸
、
羽
越
本
線

の
在
来
線
高
速
化
な
ど
を
国
や

関
係
機
関
に
要
望
す
る
こ
と
を

採
択
。
市
民
に
よ
る
意
見
発
表

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
28
日
に
は 

国
道
１
０

７
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
・

秋
田
県
国
道
１
０
８
号
鳥
海
ラ

イ
ン
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
合

同
総
会
が
ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス
で

開
催
さ
れ
、
関
係
者
約
30
人
が

出
席
。
事
業
計
画
や
予
算
を
審

議
し
、
二
路
線
の
整
備
促
進
と

接
続
す
る
主
要
地
方
道
路
の
整

備
に
か
か
る
要
望
に
注
力
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

本
市
と
本
市
議
会
の
合
同
要

望
が
７
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で

行
わ
れ
、
関
係
機
関
や
県
選
出

議
員
な
ど
に
対
し
て
精
力
的
に

要
望
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
部
市
長
と
渡
部
議
長
ら

一
行
９
人
は
７
月
２
日
に
佐
竹

知
事
、
県
議
会
、
国
交
省
（
秋

田
河
川
国
道
事
務
所
、
鳥
海
ダ

ム
調
査
事
務
所
）、
由
利
地
域
振

興
局
な
ど
県
関
係
機
関
を
訪
問
。

４
日
か
ら
５
日
に
は
東
北
地
方

整
備
局
、
東
北
農
政
局
、
衆
・

参
議
院
議
員
（
寺
田
学
氏
・
川

口
博
氏
・
金
田
勝
年
氏
・
高
松

和
夫
氏
・
京
野
公
子
氏
・
松
浦

大
悟
氏
・
石
井
浩
郎
氏
・
寺
田

典
城
氏
）、
国
会
（
民
主
党
・
松

浦
大
悟
陳
情
要
請
対
応
本
部
副

本
部
長
）、
国
土
交
通
省
（
吉
田

お
さ
む
国
土
交
通
省
副
大
臣
、

津
島
恭
一
国
土
交
通
省
政
務

官
）
な
ど
を
訪
問
し
地
域
要
望

の
実
現
に
向
け
、
要
望
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。

合
同
整
備
促
進
大
会
・
国
道
整
備
同
盟
会
総
会
を
開
催

県
、
国
へ
の
要
望

活
動
を
展
開

　

民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し

て
森
林
整
備
を
進
め
る
た
め
、

本
市
と
由
利
森
林
管
理
署
、
森

林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
秋
田
水

源
林
整
備
事
務
所
、
本
荘
由
利

森
林
組
合
、
子
吉
川
流
域
林
業

活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
５
者
で
森

林
共
同
施
業
団
地
の
設
定
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

設
定
さ
れ
た
場
所
は
、
国
有

林
と
市
有
林
が
隣
接
す
る
矢
島

町
城
内
谷
地
沢
の
約
２
６
０
㌶

で
す
。

間
伐
材
を
販
売
す
る
ま
で
一
時

的
に
保
管
す
る
土
場
敷
を
共
同

で
利
用
し
た
り
、
同
時
期
に
伐

採
し
販
売
出
荷
の
ロ
ッ
ト
を
大

き
く
す
る
こ
と
で
有
利
販
売
に

つ
な
が
る
な
ど
の
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
木
を
運
び

だ
す
時
に
か
か
っ
て
い
た
林
道

の
通
行
料
金
や
土
場
敷
の
利
用

料
金
が
無
料
に
な
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

民
有
林
と
国
有
林
で
、
連
携

し
た
路
網
整
備
を
目
指
し
て
お

り
、
今
年
度
は
、
国
有
林
に
林

道
を
新
設
、
来
年
度
に
は
、
市

で
林
道
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

協
定
の
締
結
に
よ
り
、
今
後
、

低
コ
ス
ト
で
高
く
販
売
で
き
る

よ
う
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

森
林
共
同
団
地
と
は…

　

民
有
林
の
森
林
所
有
者
と
国
有

林
が
、
路
網
や
森
林
整
備
な
ど
に

関
す
る
協
定
を
結
び
、
そ
れ
ぞ
れ

所
有
す
る
森
林
の
施
業
を
連
携
し

て
一
体
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
に

設
定
す
る
隣
接
し
た
森
林
。
林
道

の
整
備
と
高
性
能
な
林
業
機
械
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
低
コ
ス

ト
・
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

あいさつに立つ長谷部市長

知事要望

国会要望（松浦陳情要請対応本部副本部長）

吉田国土交通省副大臣

徳山国土交通省東北地方整備局長

（ＮＰＯ法人西滝沢水辺子ども
  協議会事務局長）

意見発表をする伊藤敏彦さん

ど　

ば　
じ
き

左から子吉川流域林業活性化センター副会長（にかほ市 佐藤正産業建設
部長）、石川副市長、由利森林管理署須藤文雄署長、秋田水源林整備事務
所荒家武所長、本荘由利森林組合 小松佳和代表理事組合長
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
魅
力
を
市
民

に
伝
え
、
加
入
者
へ
の
感
謝
を
込
め

て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
フ
ェ
ア
が
６

月
24
日
、
カ
ダ
ー
レ
で
開
か
れ
ま
し

た
。
１
２
０
０
人
が
来
場
し
た
フ
ェ

ア
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
紹
介

や
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
番
組

供
給
会
社
の
ブ
ー
ス
が
並
び
、
各
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ジ
ャ

ッ
ク
と
の
握
手
・
撮
影
会
や
ド
ラ
え
も
ん

の
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
人

気
を
集
め
た
ほ
か
、
液
晶
テ
レ
ビ
や
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
、
野
球
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
な
ど

が
当
た
る
大
抽
選
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
７
月
31
日

ま
で
加
入
金
（
３
万
円
）
無
料
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ…

市
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

セ
ン
タ
ー　

電
話　

65

３
７
２
２

　

新
規
加
入
金
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

ま
も
な
く
終
了
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

魅
力
発
信
、
加
入
者
に
感
謝
！

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
フ
ェ
ア
に
１
２
０
０
人
来
場

　
Ｊ
Ｒ
羽
越
線
の
金
浦
駅
〜
羽
後
岩
谷

駅
間
、５
駅
の
開
業
90
周
年
を
記
念
し
て
、

羽
後
本
荘
駅
を
会
場
に
６
月
30
日
、
記

念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
家

族
連
れ
や
鉄
道
フ
ァ
ン
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
関

係
者
で
く
す
玉
を
割
り
、
90
周
年
を
祝

い
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
内
越
保
育
園
児

に
よ
る
太
鼓
演
奏
や
石
脇
北
保
育
園
児

に
よ
る
新
本
荘
追
分
踊
り
、Ｊ
Ｒ
東
日
本

秋
田
支
社
吹
奏
楽
部
の
演
奏
な
ど
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
鉄
道
グ
ッ
ズ
販
売
コ
ー
ナ
ー
、

鉄
道
模
型
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
大
勢
の

鉄
道
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

第
７
回
西
目
漁
港
ま
つ
り
が
６
月
30

日
、
西
目
漁
港
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

つ
り
で
は
、
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
の
放
流
や

魚
の
つ
か
み
取
り
の
ほ
か
、
漁
船
の
乗

船
体
験
な
ど
、
魚
や
海
に
親
し
む
た
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
家
族
連

れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
親
子
１
０
０
組
が
男
鹿

で
育
て
ら
れ
た
５
〜
６
㌢
の
ヒ
ラ
メ
、

２
５
０
０
匹
を
放
流
。
子
ど
も
た
ち
は

「
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
」「
西
目
に

戻
っ
て
き
て
ね
」
な
ど
と
声
を
掛
け
な

が
ら
、
そ
っ
と
海
に
放
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
真
夏
日
と
な
り
、
中
に
は
海

に
入
っ
て
は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
も
い
ま
し

た
。
い
と
う
ゆ
う
と
く
ん
（
西
目
小
２

年
）
は
「（
ヒ
ラ
メ
が
）
大
き
く
な
っ
て

帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
。
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ヒ
ラ
メ
を
放
流

西
目
漁
港
ま
つ
り

　

６
月
30
日
㈯
、
道
の
駅
岩
城
島
式
漁

港
公
園
周
辺
で
「
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン 

ｉ
ｎ 

由
利
本
荘
」（
Ｆ
Ｍ
秋
田
主

催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
子
ど
も
や
小
中
学
生
を
含
む

地
元
市
民
な
ど
多
く
の
参
加
者
が
集
ま

っ
た
ほ
か
、
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
の

選
手
や
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
も
駆
け
付
け
、

２
５
０
人
を
超
え
る
皆
さ
ん
が
海
岸
清

掃
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

炎
天
下
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
は
時
お
り
水
分
補
給
を
し
な
が

ら
ご
み
や
流
木
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
作
業
で
は
２
５
０
袋
以
上

の
ご
み
が
回
収
さ
れ
、
広
い
砂
浜
が
見

違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ー
ス
コ
ン
シ
ャ
ス
ア
ク
ト  

海
岸
を
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
う

羽
後
本
荘
駅
開
業
90
周
年

韓
国
の
一
行　

鳥
海
山
登
山
楽
し
む

　

登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
ブ
ー
ム
と
な

っ
て
い
る
韓
国
か
ら
登
山
愛
好
者
25
人
が

鳥
海
山
登
山
に
訪
れ
、
本
市
に
滞
在
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
10
月
に
長
谷
部
市

長
が
韓
国
と
台
湾
の
旅
行
代
理
店
を
訪
問

し
鳥
海
山
を
売
り
込
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
お
り
、
ソ
ウ
ル
市
の
旅
行
会

社
が
企
画
し
ま
し
た
。
一
行
は
、
秋
田
ソ

ウ
ル
定
期
便
を
利
用
し
て
６
月
30
日
に
本

市
入
り
し
、
翌
１
日
に
登
頂
。
祓
川
（
矢

島
口
・
５
合
目
）
か
ら
入
山
し
、
鉾
立
（
象

潟
口
）
へ
下
山
し
ま
し
た
。

　

６
合
目
か
ら
は
視
界
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
徐
々
に
天
気
が
回
復
し
、
日

本
海
の
眺
望
や
高
山
植
物
を
楽
し
み
ま
し

た
。
韓
国
の
山
で
は
雪
の
上
を
歩
く
こ
と

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
は
「
雪

渓
に
感
激
。
高
山
植
物
も
す
ば
ら
し
い
」

と
満
足
げ
。
ま
た
本
市
に
つ
い
て
は
「
海

や
山
と
い
っ
た
景
色
が
す
ば
ら
し
い
。
料

理
も
お
い
し
い
し
、
人
が
温
か
い
。
ま
た

来
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

登
山
と
同
時
に
、
韓
国
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
放
送
中
の
「
日
本
百
名
山
」
を
紹

介
す
る
番
組
の
収
録
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

取
材
陣
に
よ
る
と
、
番
組
を
見
て
、
日
本

に
登
山
し
に
来
る
人
が
増
え
て
い
る
そ
う

で
、
日
本
へ
の
登
山
ツ
ア
ー
が
人
気
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

取材に応じて鳥海山の特徴や魅力を解説する本荘山の会石川さん（左）
と番組レポーターのウーさん

日本でも人気の韓国ドラマ「宮廷女官チャングムの誓い」に王様役で出演
した林湖（イム・ホ）さんも同行（写真中央）

　

市
教
育
委
員
会
で
は
選
挙
に
よ
り
新
委
員
長
に
猪
股
知
幸
委
員
を
選
出
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
は
三
舩
文
夫
委
員
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
前
委
員
長
お
よ
び
委
員
長
職
務
代
理
者
の
任
期
満
了
に
伴
う
も
の

で
す
。 猪

股
知
幸
氏
が
教
育
委
員
会
委
員
長
に

市
教
育
委
員
会
委
員
長

　

猪  

股　

知  

幸 

氏　
（
55
歳
・
湯
沢
）

○円谷プロC

愛
知
学
院
大
学
大
学
院
卒
業
。
県
立
秋
田
工
業

高
校
、
由
利
工
業
高
校
教
諭
を
歴
任
。
大
蔵
寺

住
職
。
平
成
21
年
６
月
か
ら
市
教
育
委
員
。



　

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

公
営
住
宅

　

岩
城
地
域　
　

１
戸
（
愛
宕
西
）

　
　

 

〃 　
　
　

２
戸
（
鶴
岡
）

　
　

 

〃 　
　
　

１
戸
（
愛
宕
）

公
共
住
宅

　

東
由
利
地
域　

１
戸
（
吉
野
）

　

鳥
海
地
域　
　

１
戸
（
笹
子
）

申
込
期
限　
７
月
26
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は

　

都
市
計
画
課　

☎
24―

６
３
３

　

４
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設

　

課
ま
で

【 「
あ
き
た
の
文
芸
」
作
品
募
集
】

応
募
作
品　

小
説
・
評
論
、
詩
、

　

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
エ
ッ
セ

　

イ
募
集
期
限　

８
月
31
日
㈮

応
募
資
格　

県
内
在
住
者
ま
た
は

　

県
出
身
者
で
満
16
歳
以
上
の
方

※

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
募
集
要
項 

　

 （
文
化
課
、
中
央
図
書
館
、
岩

　

城
図
書
館
、
各
教
育
学
習
課
に

　

あ
り
ま
す
）
を
ご
覧
の
上
ご
応

　

募
く
だ
さ
い

【 「
秋
田
県
青
少
年
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
」
参
加
者
募
集
】

応
募
部
門　

ピ
ア
ノ
、
弦
楽
器
、

　

声
楽
、
管
・
打
楽
器

申
込
期
限　

ピ
ア
ノ
部
門
８
月
31

　

日
㈮
、
そ
の
他
の
部
門
９
月
28

　

日
㈮

応
募
資
格　

県
内
在
住
者
ま
た
は

　

県
出
身
者
で
原
則
25
歳
以
下

　

 （
声
楽
部
門
は
28
歳
以
下
）

※

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
カ
ダ
ー
レ

　

に
配
置
の
実
施
要
項
を
ご
覧
の

　

上
ご
応
募
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

県
文
化
振
興
課

　

☎
０
１
８―

８
６
０―

１
５
３

　

０
、
市
文
化
課　

☎
32―

１
３

　

３
７

日
時　

８
月
20
日
㈪
〜
30
日
㈭

会
場　

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

 （
石
脇
字
田
尻
）

内
容　

一
般
家
庭
な
ど
の
清
掃
業

　

務
、
高
齢
者
の
栄
養
と
食
生
活
、

　

障
子
・
ふ
す
ま
の
張
り
替
え
な

　

ど
対
象　

就
職
を
希
望
し
て
い
る
55

　

歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

　

職
登
録
し
て
い
る
方

定
員　

20
人
（
受
講
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー　

☎
24―

５
１
１

　

１
日
時　
７
月
31
日
㈫　

10
時
〜
14
時

会
場　

象
潟
海
岸
（
に
か
ほ
市
）

対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員　

30
組
（
参
加
無
料
）

集
合　

９
時
50
分
ま
で
、
道
の
駅

　

 「
ね
む
の
丘
」
足
湯
前
駐
車
場

　

付
近

問
い
合
わ
せ
先　

県
自
然
観
察
指

　

導
員
連
絡
協
議
会
本
荘
由
利
支

　

部　

佐
々
木
さ
ん　

☎
35―

３

　

４
８
４

YurihonjoYurihonjo citycity publicpublic RelationsRelations.  2012012Yurihonjo city public Relations.  2012

　地域住民と協力しながら集落を元気にするための活動
を行う意欲的な方を募集しています。　
 【募集人員】  １人
 【活動内容】  集落の状況調査や課題把握、集落活性化や
　自立に向けた支援など
 【募集対象】  20~60歳の男女で、本市に住民票がある
　方もしくは任用決定後住民票を異動できる方、普通自
　動車運転免許を有しパソコンを使用できる健康な方な
　ど
 【雇用期間】  ９月１日～平成25年３月31日（最長で平
　成26年３月31日まで更新可）
 【勤務地】  由利本荘市役所
 【勤務時間】  週５日勤務（38時間45分）
 【申し込み・問い合わせ先】８月３日㈮まで、農業振興
　課　☎24－6234　FAX22－5107　Eメール  nosui@
　city.yurihonjo.akita.jp
※詳しくは市ホームページでご確認ください

　電波は、途中に遮るものがあると弱くなったり届かな
くなったりします。機器の場所やアンテナの向きにより
聞こえにくくなる場合がありますが、障害物の少ない場
所での受信や屋外アンテナの設置などで改善されること
があります。

※放送局へ直接お問い合わせもできます
　ＮＨＫ受信相談窓口　0570－00－3434（ナビダイヤル）
　　　　　　　　　 　／050－3786－5005
　ＡＢＳ秋田放送技術管理部　018－824－8516

　災害など緊急時、 ＮＨＫではテレビ・ラジオのすべて
のチャンネルで関連情報を放送します。とくに、 ＮＨＫ
ラジオ第２は県内のどの地域でも聞くことができます。
他のチャンネルが受信できないときも、あわてずにＮＨ
Ｋラジオ第２にチャンネルを合わせてください。

　ＮＨＫでは、受信不良地域での対策としてネットラジ
オ「らじる★らじる」を推奨し
ています。インターネットに接
続したパソコン、スマートフォ
ンでＮＨＫラジオ第１・第２・
ＦＭを聞くことができます。
　http://nhk.jp/netradio/

さえぎ

【
海
上
保
安
学
校
】

受
付
期
間　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：

　
７
月
24
日
㈫
〜
８
月
２
日
㈭
、

　

郵
送
・
持
参
：
７
月
30
日
㈪
〜

　

８
月
７
日
㈫

採
用
予
定
数　

船
舶
運
航
シ
ス
テ

　

ム
課
程
：
１
１
０
人
、
航
空
課

　

程
：
10
人
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

程
：
60
人
、
海
洋
科
学
課
程
：

　

10
人

第
一
次
試
験　

９
月
30
日
㈰

第
二
次
試
験　

10
月
24
日
㈬
〜
30

　

日
㈫
の
う
ち
指
定
す
る
日

【
海
上
保
安
大
学
校
】

受
付
期
間　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：

　

８
月
30
日
㈭
〜
９
月
６
日
㈭
、

　

郵
送
・
持
参
：
９
月
３
日
㈪
〜

　

９
月
11
日
㈫

採
用
予
定
数　

45
人

第
一
次
試
験　

11
月
３
日
㈯
・
４

　

日
㈰

第
二
次
試
験　

12
月
21
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
海
上
保
安

　

部　

管
理
課
総
務
係　

☎
０
１

　

８―

８
４
５―

１
６
２
１

【
航
空
学
生
】

応
募
資
格　

平
成
25
年
４
月
１
日

　

現
在
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

　

方
試
験
日　

９
月
22
日
㈯

試
験
会
場　

秋
田
駐
屯
地
（
秋
田

　

市
）

【
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛

官
候
補
生
】

応
募
資
格　

平
成
25
年
４
月
１
日

　

現
在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

　

方
試
験
日　

９
月
17
日
㈪
ま
た
は
９

　

月
18
日
㈫

試
験
会
場　

市
民
交
流
学
習
セ
ン

　

タ
ー
（
上
大
野
）

受
付
期
間　

い
ず
れ
も
８
月
１
日

　

㈬
〜
９
月
７
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
由
利
本

　

荘
地
域
事
務
所　

☎
22―

３
４

　
７
９

受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２
日

　

〜
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

の
方
（
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平

　

成
25
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒
業

　

見
込
み
の
方
を
除
く
）

採
用
予
定
者
数　
警
察
官
Ｂ （
男

　
性
）：
36
人
、
女
性
警
察
官
Ｂ：

　

４
人

受
付
期
間　
７
月
20
日
㈮
〜
８
月

　

15
日
㈬

第
一
次
試
験　

９
月
16
日
㈰
・
17

　

日
㈪
（
２
日
間
）

第
二
次
試
験　

10
月
中
旬
お
よ
び

　

11
月
上
旬
（
11
月
中
旬
最
終
合

　

格
発
表
）

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
警
察

　

署　

☎
23―

４
１
１
１

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

①上級（大学卒程度）…昭和58年４月２日から平成３年
　４月１日までに生まれた方（学歴区分なし)
②中級（短大卒程度）…昭和60年４月２日から平成５年
　４月１日までに生まれた方（大学を卒業又は卒業見込み
　の方を除く）
③初級（高校卒程度）…昭和62年４月２日から平成７年
　４月１日までに生まれた方（大学、短期大学を卒業又は
　卒業見込みの方を除く）
※ 「大学」には、「専修学校の専門課程（修業年限が４年
　以上でその他の文部科学大臣が定める基準を満たすも
　の）で文部科学大臣が指定したもの」を含みます
※ 「短期大学」には、「高等専門学校」「専修学校の専門課
　程（修業年限が２年以上で、かつ、1,600時間以上の授
　業の履修を義務づけている課程）」を含みます
　また、大学に２年以上在学し62単位以上を修得した方
　も短大卒扱いとします

※上級・中級・初級の学歴区分は行政職と同じです

　昭和60年４月２日以降に生まれた方で、保健師免許を
有する方、または、学校の保健師専門課程等を平成25年
３月31日までに卒業見込みの方で、かつ保健師免許取得
予定の方
※ 「保健師」の受験者で保健師免許取得予定の方が、所定
　の期日まで保健師免許を取得できない場合は採用を取り
　消します

　
　昭和48年４月２日から昭和58年４月１日までに生まれ
た方で、民間企業などにおける職務経験が５年以上（平成
25年３月31日現在で５年見込みの場合を含む）の方（学
歴区分なし）
※職務経験年数では、アルバイトやパートタイマー、臨時
　職員、家事手伝いなどの経験年数を対象外とします
  

　昭和52年４月２日以降に生まれた方で、二級建築士以
上の資格を持ち、かつ民間企業などにおける職務経験が５
年以上（平成25年３月31日現在で５年見込みの場合を含
む）の方（学歴区分なし）
■申し込み締め切り
　行政職、技術職（土木）、保健師　　８月16日㈭
　職務経験者（行政職、建築士）　　　９月10日㈪
　 （郵送の場合は当日消印有効）
■第１次試験日
　行政職、技術職（土木）、保健師　　 ９月16日㈰
　職務経験者（行政職、建築士）　　 　10月14日㈰
　 （第２次試験日は、１次試験合格者に通知）
■試験会場　西目公民館「シーガル」
■受験申込書の請求　７月17日㈫から総務部総務課へ。
　郵便で請求する場合は「職員採用試験申込書請求」と朱
　書きし、140円切手とあて先を明記したものを同封のこと。
　•電子メールによる請求は受け付けていません。
　•申込書は、各総合支所振興課でも受け取れますが、提
　　出先は総務部総務課のみになります。
　•試験案内は、市ホームページからもご覧になれます。
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入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受

け
る
場
合
に
は
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」）
の
提
示
に
よ
り
、

医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
証
を
持
参
の
上
、
市

民
課
ま
た
は
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
の
窓
口
で
交
付
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

現
在
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
お
持
ち
の
方
も
、
８
月
１
日
以

降
引
き
続
き
高
額
な
医
療
費
が
発

生
す
る
場
合
は
、
再
度
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
70
歳
〜
74
歳
で
課
税
世

帯
の
方
は
、「
高
齢
受
給
者
証
」

の
負
担
割
合
で
判
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
国
保
年

　

金
班　

☎
24―

６
２
４
５
、
ま

　

た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

毎
月
０
、
８
、
５
の
つ
く
日
に
、

鳥
海
荘
の
入
浴
・
休
憩
・
昼
食
と

羽
後
本
荘
駅
か
ら
矢
島
駅
の
往
復

切
符
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
鳥
海
荘

日
帰
り
パ
ッ
ク
を
好
評
発
売
中
。

鳥
海
荘
と
矢
島
駅
間
は
鳥
海
荘
の

バ
ス
で
無
料
送
迎
し
ま
す
。

　

大
人
２
千
円
、
小
学
生
以
下
１

２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　

列
車
時
刻
・
き
っ
ぷ
発
売
：
由

　

利
高
原
鉄
道　

☎
55―

２
７
３

　

６
、
送
迎
バ
ス
・
温
泉
・
昼
食
：

　

鳥
海
荘　

☎
58―

２
０
６
５

　

東
北
電
力
の
検
針
員
が
電
気

メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
お
う
か
が
い

し
た
際
に
、
犬
に
か
ま
れ
る
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
小
屋
の
位

置
や
首
輪
、
鎖
な
ど
に
ご
配
慮
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
東
北
電
力
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー　
☎
０
１
２
０―

１
７
５

　

―

４
６
６
（
平
日
の
９
時
〜
20
時
）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
８
月
中

に
新
し
い
秋
田
県
版
電
話
帳
を
各

家
庭
や
事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。

こ
の
際
に
、
現
在
お
使
い
の
電
話

帳
を
回
収
し
ま
す
の
で
配
達
員
に

お
渡
し
く
だ
さ
い
。
不
在
な
ど
で

配
達
員
に
電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ

た
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後

日
改
め
て
回
収
に
う
か
が
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

　

セ
ン
タ　

☎
０
１
２
０―

５
０

　

６―

３
０
９

◎
７
月
９
日
か
ら
外
国
人
住
民
の

　

方
に
も
住
民
票
が
作
成
さ
れ
て

　

い
ま
す
。
日
本
人
と
同
様
、
転

　

居
の
際
に
は
市
民
課
お
よ
び
総

　

合
支
所
市
民
福
祉
課
の
窓
口
で

　

手
続
き
が
必
要
で
す
。

◎
法
改
正
に
よ
り
、
他
市
町
村
に

　

転
出
し
て
も
住
基
カ
ー
ド
が
継

　

続
利
用
で
き
ま
す
。
転
出
の
際

　

は
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ

　

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課　

☎
24

　

―

６
２
４
３

YurihonjoYurihonjo citycity publicpublic RelationsRelations.  2012012Yurihonjo city public Relations.  2012

　

み
な
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
石
川
雅
宏
で

す
。
昨
年
長
野
県
か
ら
岩
城
に
移

り
住
み
、
７
号
線
か
ら
眺
め
る
日

本
海
と
、
鳥
海
山
の
美
し
さ
に
感

動
し
な
が
ら
、
各
地
域
で
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
活
動
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、

「
第
３
セ
ク
タ
ー
再
生
事
業
」
と

「
特
産
品
販
路
拡
大
」
の
２
つ
。

　

第
３
セ
ク
タ
ー
再
生
事
業
で
は
、

本
事
業
で
肝
と
な
る
「
よ
そ
者
目

線
」
を
大
切
に
、
施
設
で
の
新
規

業
務
や
、
民
間
目
線
で
の
経
営
改

善
案
な
ど
を
提
案
し
、
実
施
に
向

け
従
業
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
産
品
に
関
し
て
は
、

７
月
21
日
㈯
に
道
の
駅
岩
城
で
行

わ
れ
る
日
本
海
洋
上
花
火
大
会
に

併
せ
「
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
市
」
と

銘
打
ち
、
５
つ
の
加
工
所
や
集
落

の
ご
協
力
を
得
て
、
特
産
品
を
販

売
し
ま
す
。
花
火
は
も
ち
ろ
ん
、

特
産
品
目
当
て
で
の
ご
来
場
も
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
市
の
狙
い
と
し
て
は
、
多

く
の
お
客
さ
ま
に
本
市
の
味
を
堪

能
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
な

の
で
す
が
、「
特
産
品
を
集
め
た
ら
、

な
ん
か
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

と
い
う
何
気
な
い
仲
間
の
一
言
が

こ
の
企
画
の
根
っ
こ
に
あ
り
ま
す
。

第
３
セ
ク
タ
ー
再
生
事
業
も
そ
う

な
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
仕
事
は
、

こ
う
い
っ
た
考
え
か
ら
く
る
「
よ

そ
者
な
ら
で
は
の
変
化
」
を
提
案

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。

何
か
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
動

き
と
い
う
の
は
、
今
の
由
利
本
荘

市
に
は
必
要
不
可
欠
。「
何
か
が

起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
」
可
能
性

を
大
切
に
し
、
仲
間
と
、
地
域
の

方
々
と
、
集
落
の
方
々
と
、
行
政

と
由
利
本
荘
市
の
中
で
走
り
回
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

  

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

石 

川 

雅 

宏

お

ば

こ

７月31日　固定資産税（第２期）、国保税（第１期）
８月31日　市県民税（第２期）、国保税（第２期）
　市が納付を確認できるまでに、金融機関などに納付
されてから１週間程度の日数がかかります。納税証明
などでお急ぎの場合は、領収証書や記帳した通帳をご
持参のうえ申請してください。
問い合わせ先　収納課  ☎24－6256
　　　　　　　または各総合支所振興課

い
ち

本荘ハムフライバーガー
道の駅岩城で好評発売中！

日
時　

８
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰　

　

９
時
〜
17
時

会
場　

秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｌ

　
Ｖ
Ｅ
多
目
的
ホ
ー
ル（
秋
田
市
）

コ
ー
ス
・
対
象
・
定
員

　
【
プ
ロ
級
／
倒
立
振
り
子
ロ

　

ボ
ッ
ト
の
世
界
】
高
専
生
・
高

　

校
生　

24
人
、【
上
級
／
二
足

　

歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
世
界
】
高
校

　

生　

24
人
、【
中
級
／
ラ
イ
ン

　

追
跡
ロ
ボ
ッ
ト
の
世
界
】
中
学

　

生　

36
人
、【
初
級
／
ど
う
ぶ

　

つ
ロ
ボ
ッ
ト
の
せ
か
い
】
小
学

　

生　

96
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
７
月
31
日
㈫
ま
で
、
県
立
大
本

　

荘
キ
ャ
ン
パ
ス  SICE  W

eek

　

２
０
１
２
実
行
委
員
会　

☎
27

　

―

２
０
８
１

　

８
月
28
日
か
ら
９
月
６
日
ま
で

実
施
さ
れ
る
計
量
器
定
期
検
査
の

事
前
調
査
と
し
て
、
対
象
と
な
る

事
業
所
・
商
店
・
個
人
へ
の
計
量

器
の
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

最
近
開
業
さ
れ
た
方
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い

期
間　
７
月
15
日
㈰
〜
（
約
１
ヶ

　

月
間
）

対
象　

業
務
上
取
引
お
よ
び
証
明

　

に
使
用
す
る
計
量
器
を
所
有
す

　

る
事
業
所
・
商
店
・
個
人

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
振
興
課　

　

☎
24―

６
３
７
２
、
ま
た
は
各

　

総
合
支
所
産
業
課

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
は
、
正
し
く
着
用
す
る
こ

と
で
交
通
事
故
か
ら
命
を
守
っ
て

く
れ
ま
す
。
車
に
乗
っ
た
ら
忘
れ

ず
に
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課  

　

☎
24―

６
２
５
４

　

農
地
を
守
る
活
動
の
一
環
と
し

て
、
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
違

反
転
用
防
止
な
ど
を
目
的
に
７
月

17
日
か
ら
20
日
ま
で
を
基
本
に
、

農
地
法
に
基
づ
く
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。
遊
休
化
し
た

農
地
を
確
認
し
た
と
き
は
、
所
有

者
な
ど
に
対
し
て
農
地
の
適
切
な

管
理
を
指
導
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
周
辺
農
地
の
営
農
に
支
障
を

お
よ
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
適
切
な
日

常
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員
会
事

　

務
局　

☎
24―

６
２
６
０

　

国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
70
歳

〜
74
歳
の
方
全
員
へ
、
８
月
か
ら

使
用
す
る
高
齢
受
給
者
証
を
お
送

り
し
ま
す
。

　

新
し
い
受
給
者
証
は
７
月
中
旬

以
降
に
発
送
し
ま
す
。
お
手
元
の

受
給
者
証
は
有
効
期
限
が
切
れ
ま

し
た
ら
、
ハ
サ
ミ
な
ど
で
裁
断
し

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。　　
　

　

有
効
期
限
後
の
受
給
者
証
は
医

療
機
関
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

◎
高
齢
受
給
者
証
は
70
歳
の
誕
生

　

日
の
翌
月
（
誕
生
日
が
１
日
の

　

方
は
誕
生
月
）
か
ら
該
当
と
な

　

り
ま
す
。
８
月
２
日
以
降
誕
生

　

日
を
迎
え
る
方
に
は
、
誕
生
月

　

の
月
末
に
受
給
者
証
を
お
送
り

　

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
国
保
年

　

金
班　

☎
24―

６
２
４
５
、
ま

　

た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　　
７
月
17
日
か
ら
、
平
成
24
〜
26

年
度
ま
で
に
開
設
を
希
望
す
る
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
荘
由
利
広
域

　
市
町
村
圏
組
合　
介
護
保
険
課  

☎

　
24―

３
３
４
７
（http://w

w
w
.

　

chokai.ne.jp/honyuko

）

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

　由利橋架替事業交差点改良工事に伴い「市道由利橋通線」が通行
止めとなります。ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。
通行止め区間：市道由利橋通線（由利橋交差点～日役町入口）終日
　　　　　　　全面通行止め
通行止め期間：８月１日㈬～平成25年１月末日（新由利橋供用開始）
　　　　　　　まで
問い合わせ先：建設管理課　☎24－6330
　

　通行止めの期間中、市循環バス「ごてんまり号」の運行経路が変
更となります。また、桶屋町停留所も移動しますのでご注意ください。
問い合わせ先：地域おこし課　☎24－6378
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通行止



　

ス
タ
ー
マ
イ
ン
を
は
じ
め
、
水

中
花
火
や
ナ
イ
ア
ガ
ラ
な
ど
、
約

６
千
発
の
花
火
が
夏
の
夜
空
を
鮮

や
か
に
彩
り
、
灯
籠
流
し
が
清
流

子
吉
川
の
川
面
に
美
し
い
花
を
咲

か
せ
ま
す
。

日
時　
７
月
28
日
㈯　

19
時
半
〜

　

打
ち
上
げ
開
始

会
場　

友
水
公
園
（
ア
ク
ア
パ
ル

　

前
河
川
敷
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会
本

　

荘
支
部（
観
光
文
化
振
興
課
内
）

　

☎
24―

６
３
４
９

　

雄
大
な
日
本
海
を
バ
ッ
ク
に
島

式
漁
港
公
園
か
ら
約
５
千
発
の
花

火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。
夜
空
に
輝

く
華
や
か
な
光
と
音
の
饗
宴
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
21
日
㈯　

19
時
半
〜

　

打
ち
上
げ
開
始

※

荒
天
の
場
合
22
日
㈰
に
延
期

会
場　

道
の
駅
「
岩
城
」
島
式
漁

　

港
公
園

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会
岩

　

城
支
部
（
岩
城
総
合
支
所
産
業

　

課
内
）　

☎
73―

２
０
１
４

日
時　
７
月
27
日
㈮　

17
時
〜
21
時

会
場　

本
荘
駅
前
通
り
お
よ
び
カ

　

ダ
ー
レ
大
ホ
ー
ル

内
容　
【
お
ど
り
ブ
ー
ス
】
由
利

　

本
荘
菖
蒲
音
頭
、
新
本
荘
追
分

　

 （
踊
り
団
体
募
集
中
。
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）、
沖
縄
エ

　

イ
サ
ー
披
露
、
菖
蒲
音
頭
、
本

　

荘
追
分
、
ヤ
ー
ト
セ
交
流
会
、

　

三
浦
サ
リ
ー
ラ
イ
ブ
、
市
民
フ

　

ラ
ダ
ン
ス
、
地
元
グ
ル
メ
屋
台

　

村
【
カ
ダ
ー
レ
ブ
ー
ス
】
本
荘

　

高
校
吹
奏
楽
部
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

　

レ
、
由
利
高
校
民
謡
披
露
、
ダ

　

ブ
ル
ダ
ッ
チ
、
各
種
パ
フ
ォ
ー

　

マ
ン
ス
、菖
蒲
音
頭
、本
荘
追
分
、

　

超
神
ネ
イ
ガ
ー
シ
ョ
ー
、
市
民

　

フ
ラ
ダ
ン
ス

※

お
車
以
外
で
の
来
場
に
ご
協
力

　

く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
青
年

　

会
議
所　

☎
22―

４
９
４
０

　

県
内
や
東
北
の
有
名
ご
当
地
Ｂ

級
グ
ル
メ
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。

日
時　
７
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰　

10

　

時
〜
16
時
（
29
日
は
15
時
ま
で
）

会
場　

大
門
商
店
街
通
り

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
ハ
ム
民
の

　

会　

今
野
さ
ん　

☎
０
９
０―

　

２
３
６
０―

９
３
６
２
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　 「第27回菖蒲カーニバル」と「つながる東北！ご当地グル
メ博覧会2012」の開催による通行止めに伴い、循環バス「ご
てんまり号」の運行経路を臨時変更します。
　期間中、う回により利用できない停留所がありますので、
ご注意ください。

～菖蒲カーニバル開催に伴う変更～　
 【利用できない停留所】
•文化交流館カダーレ（西廻
　り、東廻りとも）
•桜小路（南廻り）

　　　　　　　
 ～ご当地グルメ博覧会開催に
　 伴う変更～　
 【利用できない停留所】
•上横町（南廻り）

　

彰
や
児
童
生
徒
に
よ
る
交
通
安

　

全
の
体
験
発
表
、
県
警
音
楽
隊

　

に
よ
る
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
な

　

ど
問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課 

　

☎
24―

６
２
５
４

日
時　

８
月
26
日
㈰　

13
時
〜
13

　

時
40
分

会
場　

日
新
館

実
施
レ
ベ
ル
・
受
験
料

　

初
級
・
千
円
、
中
級
・
１
５
０

　

０
円
、
上
級
・
２
千
円

※
成
績
優
秀
者
に
は
認
定
証
を
交

　

付
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
20
日
㈪
ま
で
、
由
利
高
原

　

鉄
道　

☎
56―
２
７
３
６

日
時　

８
月
18
日
㈯　

ふ
れ
あ
い

　

サ
ッ
カ
ー　

15
時
〜
、
納
涼
祭

　

16
時
半
〜
（
雨
天
中
止
）

会
場　

秋
田
プ
リ
マ
食
品
㈱
グ
ラ

　

ウ
ン
ド

内
容　

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
選
手
と

　

の
「
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
」、

　

１
２
０
発
の
打
ち
上
げ
花
火
、

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
、 

盆
踊
り
、 

各
種

　
模
擬
店
、
抽
選
会
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
プ
リ
マ
食

　

品
㈱
業
務
課　

☎
23―

４
１
８

　

６

日
時　
７
月
27
日
㈮　

19
時
〜

会
場　

鶴
舞
会
館

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
社
交
ダ
ン

　

ス
サ
ー
ク
ル　

佐
々
木
さ
ん　

　

☎
67―

２
１
２
６
、
生
涯
学
習

　

課　

☎
32―

１
３
３
２

　

自
然
に
や
さ
し
い
エ
コ
な
「
魔

法
の
鉢
」
を
作
っ
て
み
よ
う
！

日
時　
８
月
２
日
㈭　

13
時
〜
17
時

会
場　

日
新
館　

研
修
室

定
員　

30
人
（
参
加
無
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
７
月
25
日
㈬
ま
で
、
矢
島
公
民

　

館　

☎
56―

２
２
０
３

日
時　
７
月
29
日
㈰　

11
時
半
開

　

場
、
正
午
開
演

会
場　

カ
ダ
ー
レ 

大
ホ
ー
ル

内
容　

本
荘
芸
文
協
加
盟
の
25
団

　

体
に
よ
る
合
唱
吹
奏
楽
合
同
演

　

奏
・
日
本
舞
踊
・
新
舞
踊
・
仕

　

舞
・
詩
吟
・
琴
・
大
正
琴
・
民

　

謡
・
民
謡
踊
り
・
ダ
ン
ス
な
ど

入
場
料　
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

中
央
公
民
館 

　

☎
22―

０
９
０
０
、
ま
た
は
藤

　

原
さ
ん 

☎
23―

３
４
０
３

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成24年７月平成24年７月15日号日号平成24年７月15日号

　

花
火
に
よ
る
火
災
に

　
　
　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う　

　

花
火
は
、
正
し
く
取
り
扱
わ
な

い
と
、
や
け
ど
や
火
災
の
原
因
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
注
意
書
き
を

よ
く
読
み
、
大
人
と
一
緒
に
正
し

い
方
法
で
遊

び
ま
し
ょ
う
。

　

市
消
防
本

部
予
防
課　

☎
22―

４
２

８
２

【
禁
止
し
て
い
る
こ
と
】

　

夜
間
の
外
出
、
無
断
外
泊
／
パ

チ
ン
コ
店
・
喫
茶
店
な
ど
へ
の
出

入
り
／
飲
酒
・
喫
煙
を
伴
う
カ
ラ

オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
／
飲
酒
、

喫
煙
、
薬
物
乱
用
／
自
動
車
・
自

動
二
輪
車
（
無
許
可
）
の
運
転
免

許
取
得
／
携
帯
電
話
な
ど
に
よ
る

出
会
い
系
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ

ス
、
掲
示
板
な
ど
へ
の
誹
謗
中
傷

な
ど
の
書
き
込
み

【
学
校
の
許
可
が
必
要
な
も
の
】  

　

ア
ル
バ
イ
ト 

／
校
外
の
集
会
、

諸
活
動
へ
の
参
加
お
よ
び
旅
行
／

登
山
、
キ
ャ
ン
プ
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
、
演
奏
活
動
な
ど

【
吉
尾
芳
郎
絵
画
展
〜
形
の
あ
る

も
の
・
形
の
な
い
想
い
〜
】

期
間　

９
月
９
日
㈰
ま
で

【
旧
藩
交
流
作
品
展
】

期
間　

９
月
30
日
㈰
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　
亀
田
城
佐
藤
八

　
十
八
美
術
館　

☎
74―

２
５
０
０

日
時　
８
月
１
日
㈬
（
雨
天
時
は
２

　
日
㈭
）　

17
時
半
〜
20
時
15
分

会
場　

県
心
障
者
コ
ロ
ニ
ー
内

　

 「
西
公
園
」

内
容　

あ
べ
十
全
さ
ん
イ
ベ
ン
ト

　

シ
ョ
ー
、
盆
踊
り
、
打
ち
上
げ

　

花
火
、
出
店
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

県
心
身
障
害
者

　

コ
ロ
ニ
ー　

☎
33―

２
２
５
５

　

無
事
故
無
違
反
の
ま
ち
を
目
指

し
、
交
通
安
全
の
輪
が
大
き
く
広

が
る
よ
う
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

８
月
１
日
㈬　

13
時
半
〜

　

15
時
15
分

会
場　

カ
ダ
ー
レ

内
容　

交
通
安
全
功
労
者
へ
の
表

　

秋
田
県
勢
に
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

日
程
・
会
場

【
開
始
式
】
７
月
20
日
㈮　

15
時
〜

　

 （
南
由
利
原
青
少
年
旅
行
村
ふ

　

れ
あ
い
ロ
ッ
ジ
）

【
競
技
開
始
】
７
月
21
日
㈯　

10

　

時
〜
（
大
谷
地
池
特
設
カ
ヌ
ー

　

競
技
場
）

【
表
彰
式
】
７
月
21
日
㈯　

13
時
〜

　
（
ふ
れ
あ
い
ロ
ッ
ジ
）

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
自
宅
で
学
べ
る
大
学
で
す
。

学
位
取
得
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
な

ど
、
生
涯
学
習
を
目
指
す
皆
さ
ん

を
応
援
し
ま
す
。

日
時　

８
月
４
日
㈯　

10
時
〜
11

　

時
半

会
場　

カ
ダ
ー
レ

問
い
合
わ
せ
先　

放
送
大
学
秋
田

　

学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
８―

　

８
３
１―

１
９
９
７

日
時　

８
月
３
日
㈮　

10
時
〜
11

　

時
半
（
参
加
無
料
）

内
容　

ヨ
ー
ヨ
ー
作
り
、
ま
と
あ

　

て
水
て
っ
ぽ
う
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
中
央
児
童

　

館　

☎
22―

３
４
８
９



新着案内
《一般書》
百年たっても後悔しない仕事のやり方
 
置かれた場所で咲きなさい
 
「老けない体」は股関節で決まる！

白書の白書 2012年版
信長死すべし
とうへんぼくで、ばかったれ

タモリのＴＯＫＹＯ坂道美学入門

ナマコのからえばり６
まひるの散歩
鳥のうた、魚のうた
トガニ
十二単衣を着た悪魔
霖雨
武曲
いちばんわかりやすい！柔道の教科書

書店ガール
終活ファッションショー
シークレット・ガーデン　上・下

櫻の樹の下には瓦礫が埋まっている。 

マーカス・チャウンの太陽系図鑑

あきたをおしえて
鍵のない夢を見る
夏天の虹
《Ｕ－20（10代向けの本）》
17歳からのドラッカー
七夜物語　上・下
森で過ごして学んだ101のこと

心のナイフ　上・下
じゆうをめざして

スティーブ・ジョブズの生き方

地球の声に耳をすませて 
極貧！セブンティーン
《児童書》
こども大図鑑宇宙
さかなクンと中村征夫の海のおさか
な大百科4
裁判のしくみ絵辞典
願いのかなうまがり角
はなかっぱとはねかっぱ 

日本まるごとガイドブック

もののはかりかた大研究 
昆虫の探し方・飼い方大図鑑

よろしくともだち
ブタヤマさんたらブタヤマさん

出口　治明

渡辺　和子

石部　基実
木本書店編集部
山本　兼一

朝倉かすみ

タモリ
椎名　　誠
角田　光代
小島　水青
孔　　枝泳
内館　牧子
葉室　　麟
藤沢　　周

木村　昌彦
碧野　　圭
安田　依央

キム・ウンスク

村上　　龍

マーカス・チャウン
こばやしたけし
辻村　深月
髙田　　郁

中野　　明
川上　弘美

本山　賢司
パトリック・ネス

シェーン・Ｗ・エヴァンズ

カレン・ブルーメンタール
大木　聖子
黒野　伸一

キャロル・ストット

中村　征夫
村　　和男
岡田　　淳

あきやまただし

池上　　彰
瀧澤美奈子

藤丸　篤夫
内田麟太郎

長　　新太
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　「女性特有のがん検診推進事業」が全国で実施されています。
本市でも、対象となる方に子宮頸がん検診、乳がん検診が無料
になるクーポン券と検診手帳を５月中旬に郵送しています。

【対象年齢（平成24年４月１日現在）】
　子宮頸がん検診／ 20歳、25歳、30歳、35歳、40歳　の女性
　乳　が　ん検診／ 40歳、45歳、50歳、55歳、60歳　の女性

　由利組合総合病院と本荘第一病院での乳がん検診を希望され
る方は、本荘保健センターへ申し込みが必要です。
　申込期間はすでに終了していますが、希望者はお早めにご連
絡をお願いします。

【申し込み・問い合わせ】本荘保健センター ☎22－1834

　集団での健診は地域によっては終了していますが、人間ドッ
クを受ける予定がなくまだ特定健診を受診していない方は、医
療機関で個別に無料で受けられます。
〈医療機関で個別に健診を受けるには〉

　　…予約する時に国保の受診券を使用することを伝える

　　…【持ち物】国保被保険者証、受診券※、問診票※

※対象者へ４月に郵送しています

　　…特定保健指導の必要がある方には、別に案内があります

【問い合わせ】市民課国保年金班 ☎24－6245
　　　　　　　各総合支所市民福祉課

　特定健康診査は、生活習慣病のリスクを高
めるメタボリックシンドロームに着目した健
診です。あなたの健康を守る大切な健診です。
年に一度、特定健診を受けましょう！
【対　象】40～74歳の医療保険加入者
●医療保険者（組合管掌健康保険、政府管掌健康保険、船員保険、
　共済組合、国民健康保険）から、対象者に受診券や受診案内
　が届きます

平成24年７月15日号 広報ゆりほんじょう

出典：厚生労働省

　食中毒というと飲食店での食事が原因と思われがちですが、家庭の食
事でも発生します。家庭での発生では症状が軽かったり、発症する人が
１人や２人のことが多いことから、風邪や寝冷えなどと思い、食中毒と
は気付かれず重症になったり死亡する例もあります。
　食品の取り扱いや食事作りをチェックしてみましょう。



佐藤　華音ちゃん（徳一さん）石脇
佐渡　怜佳ちゃん（信宏さん）石脇
長谷川由理ちゃん（潤一さん）給人町
小松　龍希ちゃん（伸也さん）柳生
佐々木大空ちゃん（和馬さん）石脇
武田璃々衣ちゃん（一穂さん）八幡下
小松　暖灯ちゃん（孝平さん）山内
岡崎　　巨ちゃん（哲也さん）中梵天
小池　永朗ちゃん（信太朗さん）古雪町
佐藤　結杏ちゃん（輝樹さん）二番堰
小野　朔空ちゃん（俊光さん）一番堰
佐々木美空ちゃん（　樹　さん）石脇

飯田　菜月ちゃん（絵理さん）中竪町

伊藤　梨央ちゃん（義国さん）石脇
三浦　　凜ちゃん（　俊　さん）玉ノ池

児玉　理夏ちゃん（夏樹さん）本田仲町
木村　幸暖ちゃん（　孝　さん）久保田 
三浦　大空ちゃん（洋平さん）蟹沢 
小濱　颯太ちゃん（義雪さん）曲沢
須田　蓮翔ちゃん（裕樹さん）前郷 
齊藤　琉星ちゃん（豪彦さん）川西
五十嵐想真ちゃん（俊也さん）新上条
齋藤　美愛ちゃん（正美さん）西目町沼田
齋藤　睦斗ちゃん（裕介さん）西目町西目
佐藤　幸斗ちゃん（幸平さん）鳥海町上笹子 
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　伊藤サタさん（明治45
年７月１日生まれ・日役
町）に、市から賀詞と長寿
祝い金が贈呈されました。
　どうぞこれからもお元
気でお過ごしください。

小野伸一さん（旧本荘市功労者・古雪町）６
月19日永眠されました。昭和56年から21年
間市政連絡員を務められ、平成４年からは旧
本荘市市政連絡員協議会会長として、行政の
円滑な推進や住民自治意識の高揚に尽力され
るなど、市政の発展に貢献されました。平成
13年旧本荘市地方自治功労者顕彰。91歳。

鈴木郁夫さん（旧大内町功労者・岩谷町）６
月24日永眠されました。平成６年から町内
会長を務められ、平成17年４月からは行政
協力員として市政の円滑な推進と住民自治の
向上に尽力されました。平成16年旧大内町
自治功労者顕彰。78歳。

◆
７
月
に
入
り
、
田
ん
ぼ
を
徐

々
に
固
め
て
い
く
た
め
の
溝
切

り
作
業
も
終
わ
り
、
ホ
ッ
と
一

息
。
乗
用
機
械
に
な
り
、
楽
に

な
り
ま
し
た
。

（
猪
股
さ
ん
・
63
歳
・　
　

本
荘
地
域
）

◆
７
月
１
日
号
「
育
て
よ
う
思

い
や
り
の
心
」
の
写
真
、
深
く

心
に
し
み
ま
し
た
。
花
を
育
て

る
こ
と
を
通
し
て
「
思
い
や
り

の
心
」
を
育
て
た
い
行
政
の
心

が
、
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
」
の
発
展
を
心
か

て
知
り
ま
し
た
。
魚
や
肉
の
ぬ

か
漬
け
、
全
国
に
広
げ
た
い
で

す
ね
♪

（
田
口
さ
ん
・
51
歳
・　
　

岩
城
地
域
）

◆
毎
月
、
広
報
を
楽
し
く
見
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
読
み
や

す
い
広
報
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

（
美
千
子
さ
ん
・
27
歳
・　
　

大
内
地
域
）

◆
各
地
域
の
話
題
や
催
し
に
つ

い
て
、
い
つ
も
楽
し
く
目
を
通

し
て
い
ま
す
。
特
に
情
報
ガ
イ

ド
を
見
て
家
族
で
出
か
け
る
こ

と
も
多
く
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
半
田
さ
ん
・
82
歳
・　
　

矢
島
地
域
）

ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
田
口
さ
ん
・
秋
田
市
）

◆
毎
回
、
広
報
の
写
真
が
楽
し

み
で
す
。
子
ど
も
と
大
人
の
行

事
が
い
つ
も
ほ
ほ
笑
ま
し
く
て
、

関
連
記
事
を
読
む
と
、
そ
こ
に

今
の
子
ど
も
た
ち
の
心
情
が
表

記
さ
れ
て
い
て
、
な
ん
て
良
い

子
ど
も
た
ち
な
ん
だ
ろ
う
と
心

か
ら
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
を
の
び
や
か
に
心

優
し
く
育
て
る
の
も
私
た
ち
大

人
の
大
事
な
仕
事
で
す
ね
。

（
土
門
さ
ん
・
本
荘
地
域
）

◆
新
緑
の
美
し
い
鳥
海
山
へ
。

今
年
は
、
桑
ノ
木
台
湿
原
に
県

外
ナ
ン
バ
ー
の
車
が
た
く
さ
ん

登
っ
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
全
国
的
に
ブ
ー
ム
に
な
る

と
い
い
で
す
ね
。
高
山
さ
ん
の

ぬ
か
漬
け
は
、
か
な
り
前
か
ら

食
べ
た
り
都
会
へ
贈
答
用
に

使
っ
て
い
ま
す
。
湯
沢
市
に
住

む
息
子
た
ち
か
ら
は
、
鮎
が
一

番
人
気
。
イ
カ
、
サ
ン
マ
と
今

で
は
リ
ク
エ
ス
ト
が
き
ま
す
。

（
斎
藤
さ
ん
・
63
歳
・　
　

本
荘
地
域
）

◆
『
高
山
の
ぬ
か
漬
け
』、
初
め

…………………………  

広
報
課
よ
り

　

暑
さ
が
本
格
化
し
て
き
ま

し
た
ね
。
学
校
は
、
間
も
な

く
夏
休
み
。
プ
ー
ル
や
海
が

に
ぎ
わ
う
季
節
で
す
。

　

市
内
で
も
７
月
下
旬
か
ら

夏
の
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
。

皆
さ
ん
、
夏
の
予
定
は
立
ち

ま
し
た
か
？

　６月２日、77㎝の真鯛

を釣りました。６月19日

には黒鯛10匹釣りました。

やっぱり釣りは
「やめられねぇ～‼」
です。

（ペンネーム
　鯛　釣る造さん・
　57歳・西目地域）

平成24年７月15日号 広報ゆりほんじょう

福井　喜實さん
（八幡下・82歳）

武田　ユキさん
（石脇・82歳）

佐藤　善明さん
（水林・66歳）

東海林美由紀さん
（石脇・37歳）

原田　シメさん
（薬師堂・81歳）

加藤イサオさん
（御門・86歳）

田中　新一さん
（石脇・82歳）

矢作　泰子さん
（花畑町・73歳）

原田トヨヱさん
（薬師堂・86歳）

佐々木　宏さん
（本田仲町・76歳）

佐藤　聡美さん
（二番堰・35歳）

石井ナツヨさん
（内黒瀬・102歳）

藤田　ツルさん
（後町・90歳）

木村鐵之助さん
（一番堰・93歳）

三浦喜一郎さん
（美倉町・88歳）

佐々木ミツさん
（西小人町・82歳）

齋藤　一紀さん
（鶴沼・71歳）

佐藤　晴美さん
（二番堰・41歳）

渡邊　スヱさん
（矢島町城内・87歳）

柴田　榮一さん
（矢島町城内・81歳）

今野ユキノさん
（岩城勝手・87歳）

鈴木　保二さん
（町村・86歳）

熊谷　淺男さん
（町村・80歳）

伊藤　俊子さん
（長坂・71歳）

佐々木　俊さん
（羽広・94歳）

深井　一郎さん
（大谷・85歳）

小松　昭三さん
（東由利田代・84歳）

梅津　　仁さん
（東由利宿・63歳）

遠藤千代二さん
（東由利法内・79歳）

畠山　キヨさん
（東由利老方・90歳）

荘野トクミさん
（東由利舘合・93歳）

菊池　利助さん
（西目町出戸・89歳）

釡台ツマコさん
（西目町海士剝・83歳）
今野　金一さん
（西目町沼田・86歳）

渡辺由利夫さん
（西目町出戸・62歳）

長谷川　廣さん
（西目町沼田・82歳）

柴田　サダさん
（鳥海町下直根・64歳）
村上　良子さん
（鳥海町上川内・84歳）

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は
、
周
り
へ
の
配
慮
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
と
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
本
紙
４
月
１
日
号
と

15
日
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
次
の
よ
う
な
苦
情
が

た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
一
度
、
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
に
つ

い
て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　犬を放し飼いにしたり、散歩
の時にリードを外している人が
います。ご自分の敷地以外では、
絶対にリードを外さないように、
また放し飼いをしないようにし
てください。
　犬を怖いと思っている人もい
ます。
　また、万が一、人や他人のペッ
トをかんだり、けがをさせた場
合は、飼い主がその責任を負う
ことになります。

　排泄物の処理は、ペットを飼う
上での最低限のマナーです。
　責任を持って処理してください。

　野良猫に餌を与える人がいま
すが、そうした野良猫はご近所
の敷地内で排泄することがあり
ます。
　野良猫に餌やりをしている人
は、実質的な飼い主とみなされ、
その猫に対して一定程度の責任
が生じます。無責任に餌を与え
ないようにしてください。


